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１列特集生涯学習社会の総合診断

とが可能である。(一部のカルチャーセンターでは通信制の教育や一日だけ
の短期講習も行われている)。さらに，事業の主体は，新聞社や放送局に限
らず，百貨店や電力会社などその業種はかなり多様である。講師の職業も
教育の専門家だけではなく，多様な職業の人々がその教育の主体となって
いる。また，教育の客体である受講者の年齢や学歴資格などは，特に限
定されていない。この多様性に加え，第２に，学校のように将来の教育目
標にむけて長期的な教育が行われるのではなく，受講者の現実的な，現在
の課題に応じて内容が提供され，学習期間も学校と比較して短期的なもの
が多いという点から,その学習は即時的で現在志向的な性格を帯びている。
（ただし，受講者自身は継続的な学習を望んでいる場合もあり，それに応
じた学習機会もまた提供されている｡)第３に，義務教育として強制される
のではなく，個人が自発的に参加し，その組織も社会的な政策にとらわれ
ず自主的な活動が期待できるという点では自律的な性格を有している。
カルチャーセンターのもつ非定型性は．その多様性，即時性，自律性と

いう点からみれば大きな発展性を有すると思われるが，それは他方で次の
ような問題点を持っている。第１に，教育の主体や客体が多様であるため，
一定の教育水準が保たれにくく，指導の方法も困難なものとならざるを得

ず，常に全体的な教育水準の低下の危険性がある。第２に，内容が即時的
であり，形態も自由で，経営が自律的で行政の統制下におかれないという
ことは、一方で全体社会の状況に合わせた計画的な教育が行われにくいと
いうことをも意味する。特に，カルチャーセンターもまた一つの企業であ
り，企業の競争的性格を考えるとき，そこで提供される文化は市場的な性
格を帯びることが予想されるのである。
この非定型性は，その程度こそ異なるが，専修学校・各種学校にもみら

れる。たとえば，倉内史郎は，教育法１条で指定される学校と比較して，
専修学校・各種学校がいわゆる１条校以上に職業教育に適合する特性をも
つと指摘し，その特性として次の３つをあげている。（文献53）
第１は，組織の柔軟性であり，教育編成についての法的規制が少なく，
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Im特集生涯学習社会の総合診断

表１専修学校・各種学校とカルチャーセンターの相違点

(文献57より作成）

校が専門的で実学的な内容，特に資格取得を目的とした内容を中心として
いるのに対し，カノレチャーセンターは確かに趣味や実技を中心としつつも，
教養講座も含めてより多様な目的に応じた学習内容が提供されていること
である。第３に，提供される学習内容の相違や，修業年限，授業時数の差
異は，そこで採用される学習方法にも大きな差異をもたらしている。カル
チャーセンターでは，週１，２回２時間程度の学級・講座形式がとられる
のに対し，各種学校，専修学校ではより集中的な学校教育形式がとられる
からである。第４に，その学習者層にも大きな相違がみられる。専門課程
を中心とする専修学校では，高校を卒業したばかりの青年層が多いのに対
し，各種学校，カルチャーセンターほど成人層，特に中高年齢層の学習者
が中心となるからである。カルチャーセンターについては、1970年代後半

専 修 学 校
(高等課程）
(専門課程）
(一般課程）

各 種 学 校 カルチャーセンター
(総合文化教室）

修業年限

法律上の
目的規定
年間授業
時 数

入学資格

教員資格

根拠法令

1年以上

あり

800時間以上
(夜間１年450時間
以上）

高等課程(中卒対象）
専門課程(高卒対象）
一般課程(特になし）

課程別に詳細に規定

学校教育法
第82条の２

１年以上
(３カ月，６カ月
以上のものもあり）

なし

680時間以上
(１年未満は比例し
て減少）

各学校による
個別に定める

専門的知識
技能をもつもの
学校教育法
第83条

l～３カ月単位の短
期間のものが多い

なし

規定なし

規定なし

特になし

なし
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I鐸特集生涯学習社会の総合診断

可能性を増すだけではなく，社会の伝統的部門と近代的部門における文化
活動の継続と発展に大きく寄与する。
④方法の多様さ：講座内容の豊かさは，一方で講義から実技にいたるま
で，学習方法の多様性をも増し、学習者の適性に即した学習方法の選択を
可能にしている。さらに学校という形式をとらないため，教室授業だけで
はなく，講義内容のビデオ，テープ教材などの販売，観光旅行とのドッキ
ング，通信教育などの多様な方法が導入され，講義形態にとらわれない工
夫が指向されている。
⑤講師との出会い：多様な職業層の，しかも有名な講師との小人数教室
での出会いは，学習者にとって学習への大きな動機付けとなる。カノレチャ
ーセンターは、このような講師との出会いだけでなく，有名でなくとも優

れた講師と出会える機会を提供している。
⑥効率的，効果的な施設利用：カルチャーセンターの施設は学校という
よりはサロンの雰囲気を持ち，利用者の心理的環境作りを重視している。
さらに，限られた教室数で多様な講座を提供するため，また専門的な学習
活動の為の施設や設備を補う意味からも,地城のスポーツ教室や専門企業・
機関との連携が積極的に考えられ，施設・設備の効率的で効果的な運営が
めざされている。
⑦自由なカリキュラム：学習者が一定期間で一定の水準に達する事が要

求されるような教育的制約や教育活動のための制度的規制が少ないため，
多様な教育形態，学習方法と学習内容の提供，および講師の選択が可能で
あるとともに，それらの採用や改善がきわめて簡便に実行でき，多様な学
習活動の実態に即応したカリキュラムが実現できる。
⑧住民の学習要求の顕在化：①から⑦までの結果，これまでの学習機会
にはみられないような住民の学習要求が顕在化する可能性がある。そうし
て顕在化した学習要求が提供されれば，学校教育のコース別カリキュラム
では得られない内容の個別的な学習機会が得られる。
⑨自治体社会教育の革新と変化：住民の学習活動の主たる担い手であっ
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１５８特集生涯学習社会の総合診断

業での評価がまだ大卒者ほど高くないこと、就職が資格試験の合否や特定
企業との結び付き，就業状況の変動などの不確定要素に左右されやすいこ
となどがあげられる。その就職状況が不安定であるにも拘わらず，経営の
ために生徒を集める必要から誇大広告を行ったり，兼務教員，非常勤教員
を増やすため，益々専修学校・各種学校の社会的評価が低められるという
悪循環を生むことになる。
②一般教養の学習要求：専修学校・各種学校は職業教育機関であるが，
その生徒は職業教育の知識・技能だけにとどまらず，広い教養への学習要
求を持っている。生徒の意識調査の結果でも(文献52,53)，技術習得，資
格取得，就職準備という目的を持ちながら，教養・知識を得たいと考える
生徒が９割弱存在する。実技教育を主とする専修学校・各種学校では，一
般教養の教育体制を整備する事は困難であるが,職業教育を広義にとらえ，
生徒の能力をより発展させるための条件を整備していくことが必要とされ
よう。
③大学進学の代替装置：専修学校の制度化がなされた背景には，経営者
の学校経営安定化への要求があったと同時に,大学抑制策を実施する一方，
増大する進学希望者を受け入れる教育機関を必要としていたという事情が
あった。しかも，専修学校の教育環境や課程終了後の問題は，すべて専修
学校に一任されることとなった。つまり，専修学校は大学進学の代替機関
としての役割を期待されたといえよう。しかし，ここには、高校進学率の
増加が高校脱落者の増加を生んだと同じ問題が生じている。その上，民間
の教育機関である以上高校のように直接指導を行えないため，より困難な
問題状況がそこにはあるとみられる。
④費用の負担：この点はカルチャーセンターと同様学習者にとって大き
な問題である。しかも少額の入会金と受講料ですむカルチャーセンターと
比べれば，その授業料等の納付金額は遙かに高い。
⑤社会変動に伴う諸問題：さらに、専修学校・各種学校の各学科別にみ
ても多くの問題がみられる。とりわけ専修学校の制度化に伴い増加してい
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民間の生涯学習事業の可能性と問題点I6Z
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会年報第８号，１９８７
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１月

”元木健｢民間教育文化事業の動向と可能性」「研修資料一社会教育その周辺｣国立
教育会館社会教育研修所，１９８２

鯛文部省「民間における社会教育・文化事業の概況』，１９７８
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究所，１９８０
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研究」日本の社会教育第27集，１９８３

㈹山本慶裕「カルチャーセンターの地域的特性に関する調査研究」東海大学文明研
究所紀要第６号,1986

Ql)山本慶裕｢生涯教育機関としてのカルチャーセンター-その教育的特性について」
東海大学文明研究所紀要第７号,１９８７

K〃山本慶裕『地域における民間教育関連事業の実施状況に関する事例研究」昭和６２
年度文部省委嘱調査研究報告書,１９８８

㈱山本慶裕「学級・講座事業と集会事業」岡本包治他編「公民館活性化への途」日
常出版，１９８８

０４）山本慶裕「高度情報化社会における民間教育文化事業の役割」日本社会教育学会
紀要No.25,1989

卿（財団法人）余暇開発センター「余暇関連産業に関する調査研究」１９８５
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レッジの場合」「研修資料」６１-２，国立教育会館社会教育研修所，１９８６

２．専修学校に関する主要文献
㈹麻生誠編「専修学校制度の展開とその評価」大阪大学人間科学部教育計画論研究
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